
地

球

節
十
七
笹

EL7T
大
阪

1
E
i.三
耳
の
小
妙
子
で
あ
る
､
常
瀞

の
綬
飴
か
ら
地
班
の
教

授
法
ほ
か
-
あ
る
べ
き
だ
と
い
ふ
意
見
を
来
由
し
た
も
の
で
あ
る
｡
何

分
知
か
い
紙
耐
で
あ
る
か
ら
語
っ
て
評
な
ら
ざ
る
を
柑
な

い
鹿
が
あ
る

や
う
で
あ
る
｡

雑

報
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O
地

球

挙

国

､

寛

京

地

質

拳

骨

､

日

本

磐

石

破

物

療

庇

撃

曾

'

日

本

火

山

拳

骨

聯

合

講

演

曾

耽
部
の
如
-
四
月

二
日
三
日
の
両
日
に
克
り
東
都
竹
城
大
挙
工
撰
怖
北
ハ同
溝
裁
串
に
於
て

行
は
れ
川
肺
帝
約

二
甘
名
に
接
し
迫
-
北
油
澱
､
九
州
よ
り
骨
同
せ
し

多
数

の
駿
静
あ
り
て
感
骨
を
細
め
た
｡
誹
拭
六
十
の
内
､
地
球
離
開
員

節
五
蚊

抑
0
0

七
八

四
飼
外
畔

の
小
銃
暦

速
州

の
純
水
暦
的
題

河
内
陶
堅
上
村
地
,lL
他
励
虚
説
別

河
内
閥
輿
上
村
に
於
け
る
地
,u
鎚
劫
測
光

の
紳
北

に
就

い
て

斜
長
石
の
連
…仙
佃
数
に
就

い
て

粥
蛾

蝕

の
碓
銘
化
韓
的
現
象

一
光
軸
化
現
象
を
仰
ふ
二
光
軸
純
米

(
称
に
斜
ガ

及
畢
斜
結
晶
)

の
光
軸
河
の
麺
化
に
就

い
て

鈴

木

治

夫

杭

山

次

郎

上
約
究
次
郎

松
山

拡
範

川
久
保
･光
太
郎

川
久
保
紙
太
郎

僻
目

確
乎

の
行
ひ
た
も
の
を
難
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
｡

中
火
日
本
氷
河
作
用
の
迫
跡
と
耽
横
灼

信
的
仁
科
山
脈
に
旅
す
る
石
英
閃
長
･=祈
様
ア
ル
カ

リ
･:〃
別

所
訓
甘

糾

石

安
川
:.有
に
就

い
て

敏
捷
曲
火
山
の
地
ttj
物
に
就

い
て

吉
備
小:川
桁
の
眺
枇
世
碓
Lb
と
非

の
単
位

脚

光
地
方

の
新
節
三
系
の
封
此

捌
米
州
の
鐙
且
系

八
摺
節
三
和
僻
坤
に
食
材
孔
助
川好
の
分
布
に
就
き

て

小

川
棟
桁

昨
倉

沢
大

館
描

抑

辞
林

篤

火

竹
山

粍
抑

大
塚
掴
之
助

松
下

逝

今
村

外
約

分
納
現
象
を
利
用
す
る
新
化
親
探
棚
状

硫
化
践
蝕

の
仰
酢
雌
に
就

い
て

損

ノ
尾
山
断
層
に
就

い
て

本
邦
油
川
の
地
質
柵
也
的
阿
分

松
脱

犀

松
城
摩
'
搾
村
武
榔

江
脱

也出
仕

大
村

一
期

京
都
市
田
樵
泡
を
地
ず
る
米
印
断
層
に
就

い
て

大
粒
市
上
町
と
下
町
と
の
鮒
係
に
就

い
て

平
城
火
口
南
方
外
域

の
複
雑
な
地
環
椎
出

大
阪
府
待
命
山
鹿
高
柳
小
仰

川
上
=_
の
鈍
物
と
北
ハ
の
席
秋

川
上
山
産

の
一
鈍
物

本
邦
産
燐
水
石
の
特
質
的
柵
浩
に
就

い
て

紋
沌
磯
崎
の
ハ
ロ
､､､
L:
リ
ス
に
就

い
て

平
野

の
地
形
丙
と
共

の
成
因

和
歌
山
桜
紙
州
淡
抑
鵜
･培
地

の
損
坊
に
就

い
て

FSi-尾
釦
次
郎

四
侶
蝕
次
郎

中
村
新
太
郎

新
教
舵
的
郎

中
村

稔

上
納
筑
次
郎

厨
川

準
平

祐
楯

純

1

氷
水

髄
七

-;
幡

鮎
樹



断
碑
…椛
の
珊
型
式
に
就

い
て

辻
村
太
郎
'
鵜
山
北
美

川
羽
地
方
に
於
け
る
誠
新
期
以
後
の
地
形
挺
化
に

lq

い
て

大
橋

良

1

四
月
例
日
に
は
奈
良
三
食
山
と
河
内
閥
堅
上
村
峠
の
地
,1T!地
の
風
解

墜

付
を
行
っ
た
､
骨
す
る
も
の
七
十
億
宅
で
､
三
生
山
の
弗
盤
に
'
此

の
日
初
め
て
節
三
組
厨
で
あ
る
勝
原
厨
の
あ
る
こ
と
を
従
兄
し
な
の
は

望
外

の
串
で
あ
っ
た
｡
峠
で
は
供
な
-
坦
動
地
を
親
祭
し
柑
て
満
足
の

う
ち
に
騨
骨
を
丁
へ
た
0

0

朝

鮮

主

要

都

邑

に
於
け
る
人
口
増
加
の
状
態

昭
利
先

非
よ
り
同
五
坤
に
至
る
都
邑
の
人
口
将
加
の
状
意
を
華
つ
肘
に

就
い
て

湿
る
に
､
i=i
城
､
仁
川
､
開
城
､
群
山
'
木
浦
'
大
仰
､
馬
山
.
叩
焼

餅
柵
明

新
鶴
州
'
先
山
､
成
興
'
緋
津
を
迫
じ
'
人
口
相
加
組
数
は

二
十
七
讐

二
千
三
宵
八
十
三
人
に
達
し
'
内
'
･E
触
柑
加
数
即
ち
死
亡

数
に
封
す
る
川
放
散
の
選
科
は
三
鞘
七
千
九
甘
五
十
三
人
､
移
住
樹
加

数
は
二
十
二
讐

ハ
千
甘
五
十
八
人
で
あ
る
｡
各
Lj=
に
就

い
て
見
る
に
聯

加
数
の
大
な
る
は
寮
山
仰

の
六
鵜
七
千
甘
九
十
三
人
を
妨

一
枚
と
し
､

東
城
肘
の
五
些

〓
T
七
甘
十
五
人
こ
れ
に
次
ぎ
､
そ
の
故
も
少
な
き
は

開
城
府
の
三
千
九
竺

二
･
九
人
及
び
仰
山
肘
の
E
E千
九
甘
三
十
四
人
で

あ
る
｡
円
錐
榊
加
に
於
て
は
茨
城
肘
の
1
溺
二
千
五
官
八
十

一
人
が
首

位
を
占

め
'
糸
山
肘

の
六
千
七
宵
四
十
二
人

こ
れ
に
鵡
ぎ
'
そ
の
故
も

少
き
は
仁
川
肘
に
し
て
五
倍
中
間
に
却
っ
て
三
甘
十
人
の
臼
然
減
少
を

水
し
て
ゐ
る
O
叉
結
締
肘
の
七
十
人
､
新
鶴
州
肘

の
三
空

手

]f天

の

･E
然
籾
加
の
如
き
も
少
な
い
方
で
あ
る
｡
移
住
相
加
の
滋
も
大
き

い
の

%

#

は
盆
山
船

の
六
苅
七
百TT
二
十
四
人
を
節

i
位
と
し
､
京
城
碑

の
E
:加
宵

二
十
八
人
之
に
+E7
ぎ
､
大
郷
'
平
淡
の
こ
肘
も
多

い
方
で
あ
り
､
そ
の

滋
も
小
尊
は
背
か
ら
川
向
菜

の
盛
ん
な
関
城
船

の
宵
九
人
で
あ
る
O
人

口
自
炊
…聯
加
の
少
な
き
締
津
府
､
新
鶴
州
船
及
人
口
･E
然
減
少
を
示
し

た
仁
川
仲
は
執
れ
も
配
偶
番

の
･i=
な

い
文
邦

人
朝
子
静
働
者

の
多

い
鹿

で
あ
る
｡
定
に
会
鮮
四
十

1
低
所
の
邑
に
就

い
て
見
る
に
､
五
倍
年
間

に
於
け
る
人
;
聯
加
数
は
十
四
讐

音

七
十
凹
人
で
､
内
t
nt
銀
将
加

数
四
鵜
七
宵
六
十
九
人
､
路
tk
聯
加
数
九
端
九
千
五
甘
五
人
で
あ
る
｡

而
し
て
各
邑
を
劫
じ
'
人
口
聯
加
数

の
瓜
も
大
な
る
は
､

金

州

邑

の

一
軍
六
千
入
官
六
十
証
人
を
酢
蛸
と
L
r
大
門
邑
の
一
望

亭

阿
宵
光

十
五
人
､
光
州
良
の
1
前

1
千
五
甘
十
人
､
郷
聾

巴
の
一
端
九
甘
十
八

人
等
之
に
朝
ぎ
､
そ
の
政
も
少
む
き
は
座
州
也
の
四

甘
八
十
七
人
で
､

却
っ
て
減
少
を
雑
し
た
の
は
安
川
巳
の
一
千
五
甘
五
十
人
､
義
州
邑
の

1
千
二
膏

十
四
人
,
江
外
包

の
六
宵
四
十
七
人
､
研
州
邑

の
二
百
五
十

四
人
を
非
す
る
も
の
で
あ
る
O

l
舟
日
銀
籾
加
の
虫
も
火
な
る
は
餌
州

色
の
三
千
九
甘
二
十
人
を
節

1
枚
と
L
t
之
に
次
ぐ
も
の
は
安
州
巳
の

一
千
八
甘
五
十
七
人
､
仰
州
巳
の
一
千
七
望

ハ
十
八
人
'
銑
梅
巳
の

1

千
五
甘
九
十
五
人
､
節
水
=｡J
の
'I
千
五
軍

二
･
六
人
で
､
之
等
の
地
方

は
配
偶
数
多
-
完
供
の
良
い
伊
で
あ
る
｡
収
も
少
な
き
は
雅
二
柿
色
の

二
宵
七
十
九
人
で
､
淵
讐

巴
の
二着

1
人
､
粕
州
出
の
三
甘
六
十
五
人

永
丑
浦
邑
の
三
好
七
十
八
人
'
躍
州
邑
の
凹
甘
十
二
人
も
少
な

い
方
で

そ
の
内
､
雅
二
棚
'
揃
功
､
永
資
浦
'

泊
州
の
如
き
は
靴

偶

数
少
な
-

職
工
肋
米
韓

の
男
子
弊
働
潜

の
多

い
市
餌
地
で
あ
る
｡
移
住
樹
加
の
=.#

四
0
1

七
九



地

球

節
十

七
容

も
火
な
る
は
発

州
巳
の
.i
溺
五
千
:<
甘
七
十
三
人
が
麓
疎
で
､
大
E
邑

の
1
鵜

.L
千
二

甘
七
十
九
人
､
光
州
=出
の
1
誠
二
甘
二
人
'
脱
水
也
の

九
千
六
百
三
十
六
人
'
粕
州
巳
の
五
千

五
甘
五
十
六
人
等
之
に
-即j
ぎ
､

そ
の
滋
も
少
Ll
い
の
は
座
州
邑
の
七
十
五
人
で
あ
り
'
却
っ
て
人
口
の

移
倣
減
少
を
示
し
て
居
る
鹿
は
桝
州
m巴
の
四
千
宵
七
十
他
人
､
･L#
州
邑

の
三
千
四
甘
七
人
､
苑
州
良

の
二
千
六
百
二
十
二
人
､
江
非
色
の
一
千

朗
甘
三
人
､
碑
似
良
の
大
官
二
十
五
人
､
･:'<
州
税
)
の
田
河
七
十
七
人
'

安
光
邑

の
二
十
七
人
が
あ
る
｡

こ
れ
等
の
移

住
相
加
の
大
小
及
び
そ
の

減
少
は
r
机
頗
喫
業

の
脚
長
'
交
池
鎚
職
の
形
堺
､
行
政
機
鮒

の
移
動

埠
に
光
話
せ
ら
れ
た
絹
め
で
あ
る
0
即
ち
粂
州
､
大
川
'
光
州
'磁
水
､

粘
州
の
絡
邑
の
如
き
は
p
近
時
鋤
猫
額
の
交
池
機
紺
が
教
授
し
'
凍
弟

の
逝
腹
背
し
き
市
街
で
あ
り
'
之
に
反
し
座
州
邑
の
如
き
は
名
仰
甘
既

で
は
あ
る
が
綬
折
上
何
年
見
る
べ
き
も
の
む
-
'
楢
川
色
は
位
民
の
内

地
移
住
が
多
-
'
滋
州
邑
は
新
安
州

の
勃
興
に
依
り
て
教
脱
を
妨
げ
ら

れ
､
裁
州
邑
ほ
新
式
州
櫛
に
迫
推
移
榔
以
準

教
練
を
梧
げ
､
江
鼎
邑
は

交
通
の
教
授
を
児
ぬ
紹
め
に
遊
戯
を
見
ぬ
の
で
あ
る
と
秘
め
ら
れ
る
Q

(
棚
鮮
紙
滞
船
調
光
月
報
併
載
青
年
氷
助
氏
の
詑
軸
に
拭
る
)

0

北

東

シ

ベ

リ

ア

の

手
記

ル

ス
キ

ー

山

脈

地
球
上
で
渡
風

さ
れ
た
日収後
の
大
山
脈
で
あ
る
チ
エ
ル
ス
キ
ー山
脈
に
就

い
て
は

｢
地

球
L
節
丸
谷
節

一
班
(
昭
利
三
年

.i
月
)
に
発
見
者
オ
ブ
ル
チ
ェ
ア
の
誰

都
を

掬
げ
た
が
､
其

の
後

-
九
二
九
年
よ
り

1
九
三
〇
坤
に
克
る
探
検

で
こ
の
山
脈
の
光
り
ガ
が

lB
厨
明
に
さ
れ
た
｡
共
の
肺
炎
の
概
略
は
攻

の
如
-
で
あ
る
(
前
班
の
拙
如
中
の
附
糊
を
参
欄
さ
れ
た

い
)
C.
チ
エ
ル

節
正
統

E
O
三

八

〇

ス
キ
ー
山
脈
は
多
数
の
泣
光
L
t
波
節
に
併
ん
だ
聯
舵

の
迎
玄
す
る
山

地
で
隔
官
五
十
那
加
聖
二
宵
五
十
粁
'
長
さ
千
粁
以
上
に
揺
す
る
｡
高
さ

は
約
二
千
米
を

山
般
と
し
時
に
三
千
栄
を
少
し
-
越
え
る
鮎
が
あ
る
こ

の
山
脈
は
中
也
代
及
び
節
三
和
に
於
け
る
地
向
斜
に
談
常
し
て
ゐ
る
｡

主
軸
は
神
曲
し
た
王
政
系
か
ら
成
り
､
之
を
卦
-
も
の
に
易
く
の
花
…桐

川村
が
あ
る
｡

花
柄
砦
は
虫
に
今
日
の
聯
脈

の
軸
に
硯
は
れ
る
O

三
盛

紀
厨
に
接
し
て
北
方
に
は
花
絹
岩
に
封
か
れ
た
下
部
古
政
府
よ
り
成

る

嚇
脈
が
あ
る
.
古
-
タ
ス
｡
チ
ャ
ヤ
ホ
タ
ホ
と
糾
さ
れ
た
チ
エ
ル
ス
キ

ー
山
脈
の
北
四
部
は
ヤ
ナ
河
と
イ
ン
デ
ィ
キ
ル
カ
河
と
の
関
を
略
南
北

滋
す
る
O
こ
こ
の
柿
沢
は
不
明
で
は
あ
る
が
恐
ら
-
北
方

の
古
地
膚
聯

脈

の
辿
縛
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
0
術
こ
こ
に
は
上
部
中
北
原
が
布
水
す

る
｡
イ
ン
デ
ィ
ギ
ル
ク
河
の
左
位
は
高
さ
二
千
乃
至
二
千
二
甘
米
に
連

す
る
O
ウ

エ
ル
ホ
ヤ
ン
ス
ク
の
大
経
地
の
放
過
に
は
拭
き
二
千
乃
至
二

千
五
官
栄
で
三
赦
系
か

ら

成
る
聯
脈
が
起
る
｡
こ
の
聯
脈
は
始
ん
ど
解

析
さ
れ
ぬ
高
原
を
形
成
し
て
ゐ
る
｡
或
る
山
は
拭
き
三
千
米
あ
=1
r

シ

ェ
ー
ン
山
隻
向
き
三
千
甘
十
四
米
に
達
す
る
.
聯
脈
は
イ
ン
デ
ィ
ギ
ル

カ
河

の
妃
-
で
代
-
な
り
且
つ
侵
蝕
作
用
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
て
ゐ
る
｡

イ
ン
デ
ィ
ギ
ル
カ
河
の
北
方
に
於
て
ほ
聯
脈
は
西
北
餌
-
氷
南
光

の
方

向
に
宜
-
其
の
川
僻
は
再
び
三
千
米
ま
で
満
輝
す
る
｡

チ
エ
ル
ス
キ
ー

山
脈

の
米
輝
は
南
米
に
州
曲
L
r

コ
リ
マ
河
附
近
で
は
南
南
東

の
方
向

に
榔
ず
る
O
獅
こ
こ
で
は
山
雌
が
分
裂
し
'
拭
き
千
八
甘
乃
讃
二
千
米

の
花
純
米
山
塊
が
姉
-
拭
き
千
乃
至
千
三
官
栄

の
車
代
の
川
脈
で
分
た

れ
､
叉
多
-
の
満
き
千
甘
乃
繋
千
三
滞
米

の
低

い
北
=粥
･=fr
山
塊
は
誠
地



を
作
し
非
の
放
逸
は
側
軸
を
伸
び
て
ゐ
る
｡
然
る
に
高

い
方
は
骨
に
急

峻
で
ア
ル
プ
ス
形
を
現
は
し
て
ゐ
る
｡
中
火
の
聯
脈
は
南
米
に
杓

っ
て

分
水
非
を
な
す
馬
流
上
に
は
拭
き
千
五
甘
乃
罪
二
千
米

の
聯
脈
が
粍
し

て
ゐ
る
O
之
に
反
し
放
逸
の
聯
脈
は
四
方
及
び
北
方
共
に
蝕
に
脚
え
失

せ
て
ゐ
る
｡
(県
泣
虫
)

0

欧

羅

巴
に

放

け

る

衆
深
の
湖
水

ス
ト
レ
ー

ム
博
士

で
-

ルウ
エ
ー
四
部
の
ノ
ル
ド
ア
4
m
ル
ド
地
方
の
四
つ
の
湖
水
の
粥盤
に

ょ
る
と
北
ハ
の
尭
嬰
形
潜
の
数
値
は

次
の
如
-
で
あ
る
0

湖

省

問

桁

棚
田
の
高

最
大
探

容

桁

平
均
探

ヴ ログ スヴプルホ
ア 1ア トア ラ スル
ツエツ リツイヴ苗
ン ンンンンムアン

ス スッが
ンI

(
!8
分
粁
)

芭
･八
二

二
ニ
･?.八

三
･
]言

70
･O
訂
.

さ

(
栄
)
皮
(来
し
(
立
方
粁
)
皮
(米
)

雪

空
四

.I-. =̀<
:瓦 三三

ニ
宍7:(;i

三
･Olr10

]"W
･1.Ll

号
究
六

二
:13
品

二
･(
九
二

二
一10
｡
0

望

三

ニ

ーrJ
･究
ニ

一六
･九

給
水

ホ
ル
Jl
ン
ダ
ー
ル
ス
ヴ
ア
ツ

ン
は
日収
大
粍
庇
と
し
て
四
八
六
米

が
測
粍
さ
れ
て
ゐ
る
枚
緋
巴
の
叔
喋
湖
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
jj
が
､
今

比
の
洲
椛
に
よ
る
と
五
官
十
米
以
上
の
こ
と
が
刑
つ
ii
｡
著
し
い
こ
と

は
節

一
に
平
均
伏
舵
の
大
な
る
こ
と
で
あ
っ
て
放
躍
巴
で
姉
二
位
の
快

い
湖
水
で
あ
る
メ
ー
サ
の
平
均
探
庇
を
泣
か
に
越
し
て
お
る
こ
と
と
'

(
メ
-
サ
湖
の
放
火
探
皮
は
四
四
三
米
'
平
均
拭
鹿
は

]
八
七
米
)
総
皮

の
火
な
る
に
射
し
衷
師
稗
の
小
さ
な
こ
と
で
あ
る
.｡

ホ
ル
1Z
シ
ダ
ー
ル

･･S

I=L

ヴ
ア
ツ
ン
の
七
月
に
放
け
る
湖
水
の
透
明
庇
は
二
十
二
米

の
拭
き
で
:

今
日
ま
で
に
ノ
ー
ル
ウ
エ
I
で
知
ら
れ
た
も
の
JV
政
も
明
滞
な
も
の
で

あ
る
｡

0

伊

勢

､

大

三

相

化

石

新

産

地

伊
勢
の
新
政
代
櫛
申
か
ら

は歴
々
化
石
を
施
し
､
中
村
教
授
は
本
誌
節
四
谷

(
四
四
七
貫
'
大
正

1
四
年
)
に
評
柵
に
報
督
せ
ら
れ
た
｡
そ
の
後
､
昭
利
五
年
か
ら
六
年

に
克
-
､
参
宮
急
行
確
鼠
蚊
道
工
事
の
A
J
め
ト
ン
ネ
ル
の
掘
盤
や
切
収

サ
プ
ク
l】

り
が
行
ほ
れ
た
隙
に

一
志
郡
大
三
村
二
本
木
の
四
枚
北

塞

谷

ト

ル
ネ
ル

内
及
び
､
そ
の
北
方
の
切
取
り
ニ
ケ
伊
､
北
に
二
本
木
の
氷
微
前
曲
谷

ト
ン
ネ
ル
内
か
ら
多
数

の
化
石
が
出
た
｡

次
に
記
載
す
る
化
石

一
四
樺
は
盤
谷
ト
ン
ネ
ル

(
参
宮
急
行
惚
餓
佐

附
腰
と
大
三
塵
と
の
問
)
伊
藤
で
あ

っ
て
､
東
都
帝
幽
大
塔
現
興
部
地

質
番
数
室
の
北
田
徴
発
北
淡
に
錐
先
を
乞
ひ
て
'

粍
名
を
決
定
し
た
も

の
で
あ
る
｡
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e
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u
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B
uc
c

i
n
u
m

.
T
e
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d
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以
上

､

一
四
柚
中
で

FE
a
キ

ユ
ラ

(玉
鋼
)
､
べ
ネ
リ
カ
ー
ヂ
ヤ

(
六

個
)'
ナ
チ
カ
(
六
個
＼

ル
シ
ナ
ニ

三
伯
)
の
他
は
何
れ
も

一
仰
叉
は
ニ

E

O

三

八

山



地

紋

姉
十
七
徐

桐
雌
で
'
茄
川
北
蝕
に
兜
兄
し
て
胡

い
た
紙
数
は
三
十
四
側
路
で
あ
っ

た
O仰

'
肴
の
北
石
の

現
川状
況
に
つ
い
て
見
る
に
'
火
三
曙
よ
り
西
徴

北
､
紘
路
に
拍
ひ
て

'
三〇
〇
米
に
し
て
北
方
に
迎
ず
る
山
治
あ
り
､

こ
の
措
分
れ
よ
り
姓
谷
ト

ン
ネ
ル
に
至
る
閉
'
軸
路
の
北
側
の
山
に
は

多
-
の
化
石
が
川
で
'
切
耽
り
に
は
保
存
の
良
好
な
る
化
石
が
散
水
す

る
｡
地
膚
は
殆
ん
ど
水
平
暦
で
砂
射
貫
山村
を
虫
と
L
t
其
包
炎
･;
色
へ

柵
碓
き
梱
包
:,illJ
山前
は
約
三
〇
桝
内
外

の
摩
さ
を
以
て
砂
盟
貫
岩
と
玄
暦

す
る
｡
思
ふ
に
小
川
岬
士

の
1
諒
府
に
包
括
さ
れ
る
地
層
ら
し
-
'
中

村
教
授
に
よ
れ
ば
･Sj<
賦
郡
満
宮
村
附
近

の
地
層
は
中
新
世
と
せ
ら
る
1

を
以
て
'
多
分
上
記
の
化
石
及
び
そ
の
地
層
も
亦
II-1
新
世
に
屈
す
る
も

の
か
と
思
ふ
｡

而
し
て
'
淡
谷
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
厚
さ
的
三
和
位
の
石
:.S
犀
が
あ
り

北
方
の
榊
原
村
附
妃
に
至
る
間
に
は
'
し
じ
み
月
'
た
に
し
月
の
化
石

を
川
す
地
府
が
あ
っ
て
'
雑
著
は
大
形
の
蛾
に
似
た
御
物
の
化
石
を
凍

旅
し
た
｡

こ
の
地
層
と
前
記
地
層
と
の
層
位
的
関
係
は
未
調
査
で
あ
る

が
､
後
者

の
時
代
は
近
舷
に
屡
々
見
る
淡
水
府
(
湖
成
暦
)
で
小
川
博
士

の
和
弘
炎
E=:I:S
博
文
は
中
村
教
授

の
氾
江
の
妊
江
原
と
同
様
な
地
Lb
で

眺
紡
世
辞
期
に
屈
し
､
中
新
世
と
考

(
ら
る
1
地
層
と
は
不
毅
合
鵬
係

に
あ
る
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
｡

(
三
流
煤
鹿
名
張
尚
碍
女
単
投

上
川
世
涼
子
)

節
五
娩

四
〇
四

八
二

〇
石
川
成
華
氏
還
暦
柁
賀
倉

石
川
鹿
茸
氏
は
多
年
中
央
幼
年
撃
枚
､
顧
問
錬
両
監

督
薯
､
京
都
砕
問
大
学
工
撃
部
及
排
撃
部
等
ほ
勤
務
さ

れ
て
日
本
の
地
質
解
物
撃
界
の
為
め
は
翻
訳
挿
さ
れ
て

ゐ
ら
れ
た
が
､
本
年
三
月
京
都
大
撃
講
師
を
僻
rTJ
れ
て

悠
々
天
地
を
御
楽
し
み
に
在
る
rJ
と
に
な
っ
た
｡
同
氏

は
本
年
六
月
二
十
二
日
を
以
て
逮
暦
の
譲
を
迎

へ
ら
れ

る
の
で
知
友
後
難
の
諸
氏
が
磯
起
と
な
っ
て
多
年
の
御

勤
番
は
刑
か
報
ゆ
る
食
め
浦
賀
骨
を
起
し
p
同
氏
に
浦

賀
の
金
晶
を
贈
量
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
地
球
撃
圃
員

等
lこ
て
pJ
の
就
磐
を
共
に
せ
ら
れ
ん
と
す
る
譜
里
は
左

の
事
項
に
ょ
少
御
賛
同
あ
ら
A
fJ
と
F'kl希
望
す
る
｡

7
､
金
参
樹
宛
を
醸
出
す
る
乙
と

一
pk
締
切
期
日
五
月
三
十

1
日

l
r
京
都
砕
闘
犬
学
理
撃
部
地
質
撃
鋸
物
撃
教
室
内

石
川
成
牽
氏
還
暦
耽
賀
骨

(
振
替
口
座
大
阪
五
八

八
七
六
番
)

へ
御
蓬
金
の
乙
と
｡

昭
和
七
年
五
月

･

地

球

拳

固


